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奉
仕
出
来
る
事
が

神
の
御
恵
み

《
恵
み
に
生
か
さ
れ
て
》

 

大 

久 

保 

忠 

昭

　
社
団
法
人
日
本
聖
徒
ア
ン
デ
レ
同
胞
会（
Ｂ

Ｓ
Ａ
）
は
、
戦
前
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
伝

え
手
と
し
て
活
躍
、戦
後
は
早
い
時
期
に
そ
の

働
き
を
継
承
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
教
会
の
勢
い
と
同
じ
で
、
現
在
は
平
均
年

齢
も
上
が
り
、
戦
前
と
異
な
り
婦
人
方
の
賛

助
会
員
と
し
て
の
活
動
も
み
ら
れ
て
い
る
。

　
皆
さ
ん
ご
存
知
の
清

里
の
清
泉
寮
は
、Ｂ
Ｓ
Ａ

が
母
体
と
な
り
設
立
さ

れ
、キ
ー
プ
協
会
が
運
営

し
、青
少
年
の
た
め
の
各

種
活
動
を
行
い
、今
で
は

一
大
研
修
交
流
地
と

な
っ
て
い
る
。戦
後
物
資
の
無
い
頃
、お
米
を

担
い
で
こ
の
地
の
道
路
補
修
に
多
く
の
学
生

と
共
に
奉
仕
を
し
た
。
今
日
の
姿
を
見
る
度

に
感
傷
的
に
な
る
。

　
　「
一
人
が
一
人
を
」
と
の
合
言
葉
で
多
く

の
友
を
キ
リ
ス
ト
の
許
に
連
れ
て
来
て
御
国

の
拡
張
を
図
っ
た
。
立
教
大
学
、
慶
応
大
学
に
支

部
を
創
り
活
発
な
運
動
を
し
た
の
は
50
年
代
か
ら

70
年
代
ま
で
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。現
在
全
国
に
十

三
の
支
部
と
支
部
に
属
さ
な
い
会
員
、賛
助
会
員

が
居
り
、
立
教
大
学
に
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
支
部
が

一
つ
あ
る
。

　
教
会
で
は
宣
教
と
い
え
ば
聖
職
の
仕
事
と
理
解

し
て
い
る
人
も
あ
る
よ
う
だ

が
、
Ｂ
Ｓ
Ａ
で
は
会
員
一
人
一

人
が
宣
教
の
担
い
手
と
し
て
、

新
し
い
友
を
キ
リ
ス
ト
の
許
に

招
き
、
信
仰
へ
の
道
へ
と
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
を
常
に
考

え
行
動
し
て
い
る
。「
祈
祷
と
奉

仕
」
は
私
達
に
与
え
ら
れ
た
任
務
で
あ
り
、
そ
れ

を
行
う
こ
と
で
御
国
を
広
め
る
こ
と
が
出
来
る

し
、
そ
の
事
が
幸
い
と
お
恵
み
で
あ
る
と
考
え

る
。Ｂ
Ｓ
Ａ
の
働
き
を
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
お
恵

み
の
内
に
進
め
た
い
。
　

 

　
　
　
　（
Ｂ
Ｓ
Ａ
本
部
理
事
）
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３０（日）降臨節第１主日
主教巡回　目白聖公会
城南Ｇ教会協議会

（聖ミカエル）
下町Ｇ教会協議会（聖救主）
世界エイズデー礼拝

（聖バルナバ）
１２月
　３（水）教区企画室
　４（木）聖職養成委員会

芝公園～特別委員会
下町Ｇ牧師協議会（月島）

　７（日）降臨節第２主日
主教巡回　

東京聖マリア教会
　９（火）銀座朝祷会

常置委員会
ＩＴ～特別委員会
人権委：日の丸・君が代

１０（水）エルサレム教区協働委員会
１１（木）財政委員会

月島～特別委員会
１２（金）外濠Ｇ牧師協議会　（諸聖徒）

多摩Ｇ牧師協議会（八王子）

12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
聖
書
の
主
日
（
降
臨
節
第
２
主

日
12
月
７
日
）
▽
野
宿
生
活
者
支
援

の
た
め
▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
▽
部

落
解
放
キ
リ
ス
ト
者
運
動
の
た
め

《
奉
献
先
か
ら
》

　
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

　
12
月
１
日
は
世
界
中
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
思

い
を
寄
せ
る
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
い
う
と
、途
上
国

や
特
別
な
人
達
の
病
気
と
考
え
る
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、現
在
日
本
に
は

約
１
万
６
千
人
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
が
い

ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
持
っ
て
い
る
人
も

持
っ
て
い
な
い
人
も
、私
達
は
同
じ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、す
で
に
共
に
生
き
て

い
る
の
で
す
。陽
性
者
の
方
か
ら
聞
く

の
は
、自
分
が
い
な
い
前
提
に
な
っ
て

い
る
社
会
の
理
解
の
中
で
は
、周
囲
に

秘
密
を
抱
え
ざ
る
を
得
な
い
苦
し
み
で

今週・来週 の 予 定

  １１月３０日～１２月１３日

す
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぷ
れ
い
す
東
京
は
、

誰
も
が
自
分
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
、自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る
こ

と
を
希
望
し
な
が
ら
、電
話
や
対
面
に

よ
る
相
談
な
ど
地
域
で
の
地
道
な
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。（
ぷ
れ
い
す
東
京

代
表 

池
上
千
寿
子
）

　
▽
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂
定
例

《
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
＆
夕
の
祈

り
》
　
12
月
３
日
（
水
）
、
18
時
半
、

19
時
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。演

奏
者
＝
秀
村
知
子
。
入
場
無
料
（
会

場
献
金
）。

◆
と
こ
し
え
の
平
安

11
月
２
日
　
甲
斐
荘
正
美
（
85
）

11
月
13
日
　
難
波
　
と
よ
（
76
）

11
月
17
日
　
足
立
　
義
雄
（
72
）

聖
ガ
ブ
リ
エ
ル

　
《掲
載
記
事
の
転
用
可
（事
前
連
絡
要
）》
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教
区
会
、
09
年
度
活
動
に
向
け
て

　
11
月
24
日
（
月
・
休
日
）
、
予
定
通

り
第
１
０
７
（
定
期
）
教
区
会
が
開

か
れ
た
。
教
役
者
議
員
46
人
中
39

人
、
信
徒
代
議
員
71
人
中
62
人
（
い

ず
れ
も
第
１
回
点
呼
時
）
、
番
外
議

員
・
職
務
関
係
者
20
数
人
が
出
席
。

　
植
田
主
教
の
開
会
演
説
（
追
っ
て

特
集
号
発
刊
予
定
）
の
直
後
、「
聖
公

会
神
学
院
人
権
問
題
調
査
チ
ー
ム
報

告
書
を
受
け
て
～
常
置
委
員
会
見

解
」
の
報
告
・
説
明
（
次
号
で
解
説

予
定
）
が
あ
り
、
09
年
度
諸
活
動
計

画
案
の
説
明
・
承
認
審
議
、
議
案
審

議
と
つ
づ
い
て
16
時
半
、
閉
会
し

た
。
審
議
議
案
は
５
件
で
、
09
年
度

教
区
収
支
予
算
案
の
ほ
か
、「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
機
関
・
相
談
窓
口
」
設

置
案
、「
日
の
丸
・
君
が
代
」
強
制
即

時
中
止
声
明
文
採
択
案
な
ど
が
、
質

疑
と
意
見
交
換
を
経
て
可
決
し
た

（
議
案
名
は
略
称
＝
12
月
に
入
り
順

次
、
解
説
記
事
掲
載
を
予
定
）
。

　
　
　

　
▽
八
王
子
復
活
教
会
百
周
年
記
念

《
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
～
ス
ペ

イ
ン
の
ク
リ
ス
マ
ス
曲
に
よ
せ
て
》

　
12
月
６
日
（
土
）
14
時
、
出
演
＝

石
井
三
栄
子
（
Vo
）
・
小
野
田
良
子

（
Or
）
。
チ
ケ
ッ
ト
＝
２
千
円
（
全
席

自
由
）
。
℡
０
４
２
（
６
４
２
）
６
１

０
５
。

　
▽
目
白
聖
公
会
創
立
90
周
年
記
念

《
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
》　
12
月

７
日
（
日
）
14
時
、
出
演
＝
同
教
会

聖
歌
隊
、
バ
ロ
ッ
ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
。
入
場
無
料
。
℡
03
（
３
９
５
１
）

５
０
１
０
。

　
▽
東
京
聖
マ
リ
ア
教
会
《
平
和
を

祈
る
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
》

　
７
日
（
日
）
14
時
、
出
演
＝
コ
ン

ビ
ー
ニ
・
デ
ィ
・
コ
リ
ス
タ
～
ク
リ
ス

マ
ス
聖
歌
の
し
ら
べ
。入
場
無
料
・
会

場
献
金（
２
施
設
へ
奉
献
）。℡
03（
３

４
９
２
）
２
９
８
２
。

　
▽
外
濠
グ
ル
ー
プ
と
教
区
「
障
が

い
者
」
関
連
活
動
委
員
会
共
催
《
み

ん
な
で
つ
く
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
》　
13
日（
土
）

13
時
20
分
～
16
時
、
聖
バ
ル
ナ
バ
教

会
で
。参
加
費
５
百
円
、定
員
50
人
、

申
込
み
は
６
日
ま
で
会
場
教
会
へ
、

℡
03
（
５
２
２
８
）
３
１
９
８
。
信
仰

と
生
活
委
員
会
後
援
。

　
▽
教
区
・
一
粒
の
麦
の
会
《
植
田

仁
太
郎
主
教
に
よ
る
「
ラ
ン
ベ
ス
よ

も
や
ま
話
」
》
　
11
日
（
木
）
14
時
、

教
区
会
館
３
Ｆ
。「
主
教
と
親
し
く
話

が
出
来
る
場
に
…
」と
。参
加
無
料
。

照
会
な
ど
は
教
区
事
務
所
へ
。
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【
学
び
と
働
き
か
ら
】
92

　
　
韓 

国 

か 

ら 

学 

ぶ

　
財
政
委
員
会
、企
画
室
合
同
で
10
月

18
日
か
ら
３
泊
４
日
の
日
程
で
、立
教

大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
柳
時
京
（
ユ
・
シ

ギ
ョ
ン
）司
祭
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
、
財
政
委
員
長
他
７
人
、
企
画

室
２
人
が
ソ
ウ
ル
を
訪
問
し
た
。

　
１
つ
の
目
的
と
し
て
、
ソ
ウ
ル
教

区
の
宣
教
、
教
会
の
形
成
、
信
仰
生

活
等
に
つ
い
て
教
務
局
長
イ
・
ギ
ヨ

ン
ホ
（
李
京
浩
）
司
祭
に
、
実
際
の

数
字
の
資
料
等
も
見
せ
て
い
た
だ
き

講
義
を
受
け
た
。
２
つ
目
に
は
、
財

政
運
営
に
つ
い
て
管
財
部
長
キ
ム
・
ウ

オ
ン
シ
ク
（
金
元
植
）
氏
か
ら
、
仕
組

み
、
考
え
方
等
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
た
。
３
つ
目
に
は
、
聖
職
養
成
に
つ

い
て
聖
職
養
成
委
員
長
、聖
公
会
大
学

総
長
ヤ
ン
・
ク
オ
ン
ソ
ク
（
梁
権
錫
）

司
祭
か
ら
講
義
を
受
け
た
。そ
の
他
、

初
め
て
聖
公
会
の
信
仰
が
伝
え
ら
れ
た

江
華
島
の
教
会
等
も
見
学
さ
せ
て
頂
い

た
。
教
務
局
長
の
お
話
の
中
で
は
、
信

徒
教
育
、聖
職
の
牧
会
支
援
事
業
が
と

て
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が
印
象

的
だ
っ
た
。教
役
者
は
聖
公
会
大
学
と

の
協
力
で
年
１
回
の
リ
ト
リ
ー
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ま
た
、
夫
人
の
リ

ト
リ
ー
ト
等
も
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。

　
管
財
部
長
の
お
話
か
ら
は
、韓
国
の

教
会
で
は
収
入
の
10
％
を
目
標
に
月
約

献
金
の
額
を
予
め
申
告
、牧
師
は
そ
の

予
定
が
滞
り
な
く
進
ん
で
い
る
か
、即

ち
そ
の
信
徒
の
信
仰
生
活
が
支
障
な
く

在
る
か
を
牧
会
の
視
点
に
置
く
と
の
こ

と
。
予
算
の
使
い
方
で
は
、
分
か
ち
合

い
事
業
、聖
公
会
大
学
等
宣
教
支
援
費

に
31
％
割
か
れ
て
、教
区
分
担
金
は
、

教
会
の
状
況
に
よ
り
８
レ
ベ
ル
の
区
分

が
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
総
長
の
お
話
で
は
、民
主
化
に
向
け

て
キ
リ
ス
ト
教
も
共
に
歩
ん
で
き
た
こ

と
、
福
音
と
は
人
間
、
社
会
、
未
来
を

創
る
た
め
に
と
の
視
点
で
学
び
、更
に

苦
し
む
ア
ジ
ア
に
学
生
を
送
り
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
を
持
て
る
よ
う
、競
り
合
う
の

で
は
な
く
、
分
か
ち
合
う
、
一
緒
に
歩

け
る
人
材
を
育
て
た
い
と
伺
っ
た
。

　
ま
た
、後
継
主
教
キ
ム
　
グ
ン
サ
ン

（
金
根
祥
）主
教
は「
若
者
の
集
ま
る
教

会
」「
レ
ビ
人
と
共
に
」「
聖
職
を
管
理

者
で
は
な
く
、実
践
型
の
牧
会
者
と
し

て
も
っ
と
育
て
た
い
」、
そ
し
て
誰
か

に
期
待
す
る
の
で
は
な
く
、各
教
会
が

何
か
を
出
来
る
よ
う
、課
題
が
あ
る
と

思
っ
た
こ
と
は
解
決
を
見
つ
け
る
入
り

口
に
い
る
の
だ
か
ら
、積
極
的
に
行
き

ま
し
ょ
う
と
励
ま
さ
れ
た
。

　
　 

教
区
企
画
室
委
員
　
小 

野
　 

翠


